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「もんじゅ」は性能試験を中断しており、原子炉を停止しているが、ナトリウム純化系等の機器・系統

は稼動しており約 20 年間の実機のプラントデータが蓄積されている。これらデータを用いて機器の性能確

認・評価を試みた。本報告では、その取組概要を述べ、後続の報告では現時点でまとめられた成果を述べ

る。 
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1. 緒言 

「もんじゅ」はもんじゅ研究計画[1]に基づき、「（1）高速増殖炉プラントの技術成立性の確認を含む高速

増殖炉技術開発の成果の取りまとめ」、「（2）廃棄物の減容及び有害度の低減を目指した研究開発」、「（3）

原子力発電システムとしての高速増殖炉/高速炉の安全技術体系の構築を目指した研究開発」を行うことと

なっている。これらは、性能試験及び定格出力運転を通じてデータを取得し、研究開発を進めていくもの

であるが、炉内中継装置落下以降性能試験は中断し、原子炉は停止している。しかし、原子炉停止中にお

いても、全ての機器が停止しているわけではなく、多数の系統、機器（１次主冷却系、ナトリウム純化系

他）が稼働し、プラントデータが蓄積されている。これまでに取得されたデータを用いて以下の取組を始

めた。 

2. 取組概要 

 約 20 年間の蓄積されたプラントデータを用いて性能確認・評価できる技術項目として、もんじゅ研究計

画の「（1）高速増殖炉技術開発の成果の取りまとめ」のうち、機器・システム設計技術、ナトリウム取扱

技術の技術項目を対象として検討を進める。現在、検討・評価を進めている項目を表１に示す。評価で利

用する約 20 年間に渡り収集・監視している中央計算機の種々のプラントデータ（圧力、温度、流量、回転

数、変位量）は、現時点での入力点数は約 29,000 点、採取頻度はほぼ 6 時間に 1 回である。 

3. 結果、今後の取組 

今回の取組で、原子炉停止時においても取得され

ているデータで系統、機器の性能の一部を確認する

ことができた。また、設計を踏まえて機器の評価す

べき観点の再確認や、更なる評価に向けた今後性能

試験等で取得することが望ましいデータを特定する

ことができた。 

今後も引き続き、現時点で評価が可能な技術項目

を抽出し、順次評価を継続していく。 
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系統、機器 評価項目（プラントデータ） 

1次主循環ポ

ンプ 

自然対流防止板の効果 

（１次主循環ポンプＡガス層温度） 

1次ナトリウ

ム純化系 

不純物持込み量 

（1次ナトリウムプラギング計温度） 

2次ナトリウ

ム純化系 

純化効率、拡散水素量 

（ナトリウム中水素濃度） 

表１.検討・評価中の系統、機器 
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